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研究成果の概要： 

宗教系の学校において、急速に進行する情報化の中で宗教教育を行っていく場合の教師の側の

教材開発の困難さについて具体的に調べた。学校を経営する宗教団体側も、情報時代への対応

が真剣に検討されていないのが一般的であることが分かった。日韓の学生に対するアンケート

調査によって、情報リテラシーはかなり不十分で、メディアが発する宗教情報を無批判に受け

入れる割合が無視できないほどであることが分かった。 
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１．研究開始当初の背景 
これまでの研究により、学校教育の現場では、急速に

進行する情報化に対応する情報リテラシーの確立が

大きな課題となっていることが認識されていた。そこで、

その実情を日本と韓国において調査に基づき比較研

究し、さらにその研究結果について両国の研究者が

検討することを目指した。 

 

２．研究の目的 

本研究では、宗教教育という人格陶冶、異文化理解、

伝統文化理解など本来幅広い役割をもつ分野での

教育に着眼する。アンケート調査や面談調査により実

証的に研究し、現在の宗教系の学校における宗教教

育の限界や可能性について明らかにすることとした。 

 

３．研究の方法 

1.日韓の学生に対するアンケート調査 

2.宗教系の学校における宗教教育を情報リテラシー

の観点から実態調査する。 

3.上記の学校に関係する宗教・宗派の本部において、

情報発信担当者に面談調査する。 

4.研究会・国際会議の開催。 

 

４．研究成果 

 1.宗教系の学校における実態調査により、教員の側

が抱える宗教教育の困難点を明確にできた。 

2. 宗教系学校のインターネット利用がまだ模索段階

であることが分かった。 

3.19 年度に実施したアンケート調査の分析。 

4.国際会議により日韓の現状を把握した。 
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